
「肥沃な野菜畑の１グラムの土には、数億から数千
万、数百の微生物（細菌、糸状菌、放線菌、原生生物、
藻類など）が生きている。例えて言えば、片手に盛
り上げた良い土壌の中には、この地球上の全人口よ
りはるかに多い生物が生きていることになる！」
「人類は、〈生命（いのち）の時代〉というものをはっ
きり自覚するか、さもなければ没落していくだろう！」
という声が聞こえてくる。」
 ―Ｅ・ヘニッヒ著中村英司訳『生きている土壌―腐

植と熟土の生成と働き』　　　（日本有機農業研究会刊）より








